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「勘定連絡図」（P６３）を確認してください。

＜⾒るべきのポイント＞
①直接費と間接費で⾏き先が異なる
②間接費は製造間接費勘定を経由して配賦される。



１．製造間接費の予定配賦（ P 76）１
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直接費3,500

直接費4,000

直接費0

間接費1,500

間接費1,500

間接費3,600

No.１ No.２

間接費
6,600

間接費
6,600

直材料費3,500
直接労務費4,000
製造間接費6,600

直 課

配 賦

⑴実際配賦（P65)

⑵予定配賦（P77）
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実際配賦の問題点
＜設例8−1〜8−2＞
当社は造船会社である。各資料に基づいて①原価計算表を作成するとともに、②仕訳と勘定記⼊

を⾏いなさい。
⑴２隻の船の建造を受注し、下記の製造指図書を発⾏した。

⑵各費⽬における指図書別の消費額の計算結果は次のとおりである。

⑶間接労務費について、間接作業時間の把握と集計に⼿間取っている。
⑷製造間接費に集計された⾦額は、⼯場全体で「？円」であった。これを各製品の機械運転時間
配賦基準として各製造指図書に「実際」配賦する。

⑸ 機械運転時間は、製造指図書No.１に対して6時間、No.２に対して5時間であった。

製造指図書No.１
戦艦⼤和

製造指図書No.2
タイタニック号

No.１ No.２ ２隻に共通 合計額（単位：円）

材料の当⽉消費額 2,000 1,500 1,500 5,000

賃⾦の当⽉消費額 2,000 2,000 ？ ？

経費の当⽉消費額 3,600 3,600
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共通して発生しているため、直接跡付けることのでない原価（これを間接費といいます）

は「配賦」という方法により計算する点を理解してください。 
                      

          原価計算表   （単位：万円） 
（計算の方法） 

 豪華客船 タンカー 合 計 
①直接材料費 40 60 100 直 課 

②直接労務費 120 180 300 直 課 

③製造間接費 40 60 100 配 賦 

合 計 200 300 500  

 ①材料費（消費した分を直課する） 
 豪華客船：１万円／トン×40 トン＝40万円 
 タンカー：１万円／トン×60 トン＝60万円 
 ②労務費（消費した分を直課する） 
 豪華客船：1,000 円／時間／トン×1,200 時間＝120万円 
 タンカー：1,000 円／時間／トン×1,800 時間＝180万円 
 ③経 費（共通して発生しているため、何らか基準により配賦する） 
  上記①②の「直接費」とは異なり、機械設備の減価償却費は、２隻の船の建造におい

て、共通して発生しているため、いくら分が豪華客船の分で、いくら分がタンカーの分

という形では直接跡付けることができません。そこで、何らかを基準に「配賦」という

形で配分計算を行います。本問では、工員の作業時間を基準（これを配賦基準といいま

す）に配賦しています。 
 豪華客船：100万円／トン×1,200 時間÷3,000 時間＝40万円 
 タンカー：100万円／トン×1,800 時間÷3,000 時間＝60万円 
 
 以上の計算より、豪華客船の製造原価は 200万円、タンカーの製造原価は 300万円と計

算することができました。 

４．記帳方法 

 上記３．では、個別原価計算の計算方法について確認しました。次に、その計算結果を

会計帳簿に記帳しなければいけません。ここでは、上記３の計算例における会計帳簿への

記帳を確認します。  

【仕訳帳】 

 ⑴材料費・労務費・経費の支払い 

（借） 材 料 100 （貸） 現 金 100 
（借） 賃 金 300 （貸） 現 金 300 
（借） 経 費 100 （貸） 減価償却累計額  100 

１.原価計算表を使って原価の計算をする

No.１（⼤和） No.２（タイタニック）
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直接費3,500

直接費4,000

直接費0

間接費1,500

間接費1,500

間接費3,600

No.１ No.２

２.総勘定元帳への転記

間接費
？

間接費
？

直材料費3,500
直接労務費4,000
製造間接費？

直 課

実際配賦?
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予定配賦をする場合（P78）
＜設例9−1＞
当社は造船会社である。各資料に基づいて①原価計算表を作成するとともに、②仕訳と勘定記⼊

を⾏いなさい。なお、当社は２隻の船の建造を受注し、下記の製造指図書を発⾏した。

⑴ 年度始めに、⼯場の１年間における予定機械運転時間を144時間と⾒積、そのもとで発⽣が
⾒込まれる予定製造間接費を72,000円と⾒積もった。

⑵製造間接費は各製品の機械運転時間を配賦基準として「予定」配賦する。
機械運転時間は、製造指図書No.１に対して6時間、No.２に対して5時間であった。

⑶各費⽬における指図書別の実際消費額の計算結果は次のとおりである。

⑷ 製造間接費の予定配賦額と実際発⽣額との差額を製造間接費配賦差異勘定へ振替える。
⑸製造間接費配賦差異勘定は、年度末に売上原価勘定へと振替得た。

製造指図書No.１
戦艦⼤和

製造指図書No.2
タイタニック号

No.１ No.２ ２隻に共通 合計額（単位：円）

材料の当⽉消費額 2,000 1,500 1,500 5,000

賃⾦の当⽉消費額 2,000 2,000 1,500 5,500

経費の当⽉消費額 3,600 3,600
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 １ 原価計算表（原価の計算）→個別原価計算 

                        (単位：円） 

 No.１ No.２ 合 計 

直 接 材 料 費    

直 接 労 務 費    

製 造 間 接 費    

合  計    

機械運転時間    時間   時間  

         予定配賦率＝      円/時間 

２ 勘定記入（仕訳帳） 

⑵ 仕 掛 品  製 造 間 接 費  

⑶-1 

直接費 

⑶-2 

間接費 

仕 掛 品 

 

製 造 間 接 費 

 

 

 

材 料 

賃 金 

材 料 

賃 金 

経 費 

 

 

 

 

 

⑷ 製 造 間 接 費 配 賦 差 異  製 造 間 接 費  

完成品 製 品  仕 掛 品  

販売 売 上 原 価  製 品  

⑸ 売 上 原 価  製造間接費配賦差異  
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⑵総勘定元帳への転記 ＜勘定連絡図＞

製造間接費配賦差異
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予 算 差 異  

操業度差異 

製造間接費配賦差異 

(budget or spending variance） 

(volume or capacity variance） 

（＊） 

製造間接費配賦差異の分析（ P 83）２

製造間接費配賦差異の中⾝について（ P 86）

	�����

間接費
6,600

予定配賦
5,500

配賦差異1,100

製造間接費配賦差異

1,100 1,100

予算差異

操業度差異



「予算」ってなんだろう？
予算管理と物量管理の違いについて

物量管理
製品１個についき
何キログラムまで
何時間まで

直接材料費 直接労務費

⼯場建物の減価償却費
（間接経費）

間接労務費

間接費は物量管理は
できない。このため
予算による⾦額管理
をおこなう。

予算管理

予算という器で管理する



狭義の原価 形態別分類 製品との関連における分類 間接費の具体例 

製造原価 

①材料費 

直接材料費  

間接材料費 
消耗品費 

（グリス・やすり） 

②労務費 

直接労務費  

間接労務費 
工場事務員の給料 

工場長の給料 

③経費 

直接経費  

間接経費 
工場建物の減価償却費 

工場の水道光熱費 

 

「製造間接費」とはどんなものか？
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144時間稼働させたとき
製造間接費は72,000と⾒積もる

基準操業度（ P 84）３

予算額 円

基準操業度 時間

基準
操業
度

①実際的⽣産能⼒
180時間

②期待実際操業度
144時間

予算
額 79,200円 72,000円

予定
配賦
率

基準操業度
→１年間の正常⽣産量
を⾒積もることで決定
（期待実際操業度）

予定配賦率＝

＜基準操業度にはいくつかある＞
・理論的⽣産能⼒→理論的に計算できる最⼤操業度
・平均操業度→３〜５年の平均操業度
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製造間接費予算（ P 86）４

原 価

原価は「変動費」と「固定費」に分けることができる

操業度と原価の関係（P83）
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間接費は物量管理は
できない。このため
予算による⾦額管理
をおこなう。

予算管理

予算という器で管理する
⑴変動予算
→公式法変動予算（P86）

⑵固定予算（P88）

【固定予算】P89 

 

 

 

 

 

 

予算額 

製造間接費 

10時間 
操業度 

実際11時間 基準12時間 

72,000円 

予算の器の⼤きさを
変えない！

２.固定予算の差異分析（P80）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算許容額 

製造間接費 

変動費 

操業度 

43,200円 

？ 円 

5,600円 

28,800円 

（月2,400） 200円/個 

固定費 

43,200 

（月3,600）        10時間 11時間 144時間 

１.公式法変動予算の差異分析（P78）

予算の器の
⼤きさを公式
を使って計算
する

器の⼤きさの計算⽅法
（予算許容額）

変動費 ＋ 固定費＝予算許容額
（変動費率×実際操業度）
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⑴年間予算データ

基準操業度 ②期待実際操業度（年ベース）
144時間

予定配
賦率

予算額
公式法変動予算による製造間接費予算（年ベース）

72,000円
内訳：変動費率200円/時間＋固定費43,200円

⑵実績データ
（⽉ベース）

実際操業度 実際機械運転時間11時間

実際発⽣額 製造間接費実際発⽣額6,600円
（間接材料費＋間接労務費＋間接経費）

［設例9−4」固定予算と配賦差異の分析（P80）

 

 

 

 

 

 

 
 

 

変動費率 

固定費 

基準操業度 

 

製造間接費発生額 

P78をもとに差異の「分析図」
を書いてみてください。
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⑵総勘定元帳への転記 ＜勘定連絡図＞

予算差異

操業度差異


